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令和 7年 第 4回 東彼杵町議会定例会会議録 

 

令和 7年第 4 回東彼杵町議会定例会は、令和 7年 12 月 11日本町役場議場に招集された。 

 

1 出席議員は次のとおりである。 

1番 尾上 庄次郎 君 2番 児玉 隆行 君 

3番 構  浩光 君 4番 𠮷永 秀俊 君 

5番 大安 義和 君 6番 大石 俊郎  君 

7番 口木 俊二 君 8番 浪瀬 真吾 君 

 

2 欠席議員は次のとおりである。 

   な し 

 

3 地方自治法第 121条の規定により説明に出席した者は、次のとおりである。 

町     長 岡田 伊一郎 君 教 育 長 山口  厚   君 

副 町 長 三根 貞彦 君 会計管理者 工藤 政昭 君 

総 務 課 長 
髙月 淳一郎 君 

産業振興課長 
小林 竹哉 君 

兼 選挙管理委員会事務局長 兼 農業委員会事務局長 

税財政課長 楠本 信宏  君 建 設 課 長 森 英三朗 君 

長寿ほけん課長 前平 英利 君 水 道 課 長 岡木 徳人 君 

こども健康課長 氏福 達也 君 教 育 次 長 
岡田 半二郎 君 

町 民 課 長 
山下 勝之 君  

兼 給食センター所長 

兼 千綿支所長   

 

4 書記は次のとおりである。 

議会事務局長 井上  晃 君 主 任 書 記 梶川 美穂 君 

    

5 議事日程は次のとおりである。 

日程第 1 議案第 79号 令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 5 号） 

（委員長報告・質疑・討論・採決） 

日程第 2 

 

議案第 81号 令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 2号） 

（委員長報告・質疑・討論・採決） 

日程第 3 議案第 83号 東彼杵町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例 

日程第 4 議案第 84号 職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 5 議案第 85号 令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 6 号） 

日程第 6 議案第 86号  令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 3号） 

日程第 7 議案第 87号 令和 7年度東彼杵町水道事業会計補正予算（第 2号） 
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日程第 8 議案第 88号 東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事請負契約の締結につい

て 

日程第 9 委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査の件 

 

6 閉 会 
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開  議（午前 9時 25分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

ただいまの出席議員数は 8名です。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きま

す。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 議事に入る前に、長寿ほけん課長、産業振興課長から委員会の保留を回答したいとの申し出があ

りましたので、これを許可します。先に、長寿ほけん課長の発言を許します。 

○長寿ほけん課長（前平英利君） 

 12 月 8日の総務厚生常任委員会の折に、𠮷永議員の質問に対しまして、回答を保留しておりまし

たので回答させていただきます。 

町内の老人保健施設にかかっていた給付費がどれほどかということをお聞きになられていたと

思いますけども、全体のですね、全体の老人保健施設の給付費とその割合で回答させていただきま

す。 

令和 5年度が老人保健施設にかかっていた給付費が 1億 4979 万 4036 円でございます。 

令和 6 年度が 1 億 3188 万 823 円でございまして、利用者数の割合から申し上げて、およそ 8 割

強が町内の老人保健施設にかかっていた給付費となっております。 

また、構議員の質問に対しましては 10 月末の現在で答えておりましたけれども、改めて聞き取

りをしましたところ、12 月 1 日現在で入所者数はゼロということでございました。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 次に、産業振興課長の発言を許します。 

○産業振興課長（小林竹哉君） 

 12 月 8 日の総務厚生常任委員会の折の口木議員から質問がありました海底耕うんを実施する場

所と面積について回答させていただきます。 

場所につきましては、大村湾を 3 区域に分けて行いますけど、東彼杵町が属する大村湾漁協が C

区域となっておりまして、場所の方が長崎空港と琴海の間、ちょうど間ぐらいになります。 

面積につきましては縦 3.3km 横 2.5km で 8.25 ㎢となります。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 それでは、これから議事に入ります。 

 

日程第 1 議案第 79 号 令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 5号） 

（委員長報告・質疑・討論・採決） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

日程第 1、議案第 79 号令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 5号）を議題とします。本案に

ついて、委員長の報告を求めます。総務厚生常任委員長、大石俊郎議員。 

○総務厚生常任委員長（大石俊郎君） 

おはようございます。 
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委員会審査報告書。 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第 76 条

の規定により報告します。 

記 

1 付託された事件 

議案第 79号 令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 5号） 

2 審査年月日 

令和 7 年 12月 8日 

3 審査の経過並びにその結果 

付託された事件について、関係課長、教育次長及び財政管財係長の出席を求め総務厚生常

任委員会を開催しました。 

本件は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1 億 1323 万 3000 円を追加し、歳入歳

出予算の総額をそれぞれ 68億 8129 万 9000 円とするものである。 

今回の補正予算は、歳出では、民生費に障害者給付費や施設型給付費など 7320 万 3000

円、農林水産業費に施設園芸等燃油価格高騰対策緊急支援事業補助金や飼料価格高騰緊急対

策事業補助金など 992万 6000円、教育費に東彼杵中学校校舎トイレ改修工事など 409万 2000

円、災害復旧費に令和 7 年災農地等災害復旧工事など 1401 万 2000 円を追加計上するもので

ある。 

歳入については、特定財源として国庫支出金 3768 万 8000 円、県支出金 3123 万 9000

円、町債 500 万円などを計上し、一般財源として地方交付税 5476 万 8000 円などを追加した

ものである。 

慎重に審査した結果、適正な補正予算措置と認め、全委員一致原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

なお、審査の過程で中学校費歯科医報酬 16 万 5000 円が補正されていたが、これは重大な

失念事項と思われるので、再発防止のための具体的対策を講じられたいとの厳しい意見があ

りました。 

また、教育センターのテレビ受信料 1台分 23 万円の補正についても同様な意見が出されま

した。今後、受信料経費削減の観点から、町で使用されている車両のテレビ付きカーナビの必

要性について検討されたいとの意見がありました。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、委員長報告に対する質疑を終了します。 

 これから、議案第 79号の討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで、議案第 79 号の討論を終わります。 
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これから、議案第 79 号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

お諮りします。本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 79号令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 5号）

は委員長の報告のとおり可決されました。 

  

日程第 2 

 

議案第 81 号 令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 2号） 

（委員長報告・質疑・討論・採決） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 2、議案第 81 号令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 2号）を議題とし

ます。本案について、委員長の報告を求めます。総務厚生常任委員長、大石俊郎議員。 

○総務厚生常任委員長（大石俊郎君） 

 委員会審査報告書。 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第 76 条

の規定により報告します。 

記 

1 付託された事件 

     議案第 81 号 令和７年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 2号） 

2 審査年月日 

    令和 7年 12月 8日 

3 審査の経過並びにその結果 

    付託された事件について、長寿ほけん課長の出席を求め総務厚生常任委員会を開催しまし

た。 

    本件は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 326万 1000円を減額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ 8 億 9381 万 4000円とするものである。 

    今回の補正予算は、歳出では、令和 7年度介護報酬改定に伴うシステム改修及び介護予防・

日常生活支援総合事業の利用者増加等により、総務費を 130 万 3000 円、地域支援事業費を

301 万 2000 円追加計上し、老人保健施設サービス利用者の減少等に伴い、保険給付費を 765

万円減額するものである。 

    慎重に審査した結果、適正な補正予算措置と認め、全委員一致原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

    なお、審査の過程で施設介護サービス給付費 3000万円が減額補正されているが、町内最大

の介護施設である「介護老人保健施設さざなみ」閉鎖の影響については、次年度予算も含め慎

重に検証されたいとの意見がありました。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、委員長報告に対する質疑を終了します。 

 これから、議案第 81号の討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで、議案第 81号の討論を終わります。 

 これから、議案第 81号の採決をします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

お諮りします。本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 81 号令和 7 年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正

予算（第 2号）は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

日程第 3 議案第 83 号 東彼杵町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例 

日程第 4 議案第 84 号 職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 3、議案第 83 号東彼杵町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例、日程第 4、議案第 84 号職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例、以上 2議案を一括

議題とします。本案について、提案理由の説明をそれぞれ求めます。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それでは、議案第 83 号東彼杵町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例でございますが、提案理由につきましては、議員の報酬及び費用弁償等に関する条例を改正す

るため提出するものでございます。 

次に、議案第 84 号職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例でございますが、提案理由

につきましては、同じく令和 7年度人事院勧告に基づき、職員の給与等に関する条例を改正するた

め提出するものでございます。それぞれの詳細につきましては総務課長に説明をさせます。慎重審

議の上、適正なご決定を賜りますようお願いいたします。総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 議案第 83 号及び 84号について、順に説明をさせていただきます。 

この 2つの議案ですが、本年 8月 7日の人事院勧告を反映した関連法案が 11 月 11 日に閣議決定

されました。その後、12 月 8 日に、今第 219 回臨時国会に提出されております。 
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閣議決定時の総務副大臣通知で、「給与改定の時期は地域の実情を踏まえて適切に判断すること」

とされております。これを踏まえまして本町議会、本町では衆議院への法案提出の時期を確認し、

議案を上程することといたしております。 

それでは議案第 83 号について説明いたします。 

準じます関連法案は、特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律案となります。 

議案の内容は、本町議会議員の期末手当の支給月数を国に準じて 3.45 月から 3.5 月、0.05 月分

引き上げるものでございます。 

それでは、1ページをお願いいたします。 

第 1条で条例第 6条第 2項、今年の 12月分の期末手当の支給率を 100 分の 177.5 とし、0.05 月

分引き上げて、年間支給月数を 3.5 月としております。 

2 ページをお願いいたします。 

第 2条では、来年度の期末手当の支給率を 6月、12 月のいずれも 100 分の 175 とし、年間支給率

を 3.5 月分とするものでございます。 

附則により、公布の日から施行し、第 1条によっては本年 4月 1日から、第 2条においては、令

和 8年 4月 1日から施行するというものでございます。議案第 83号については以上でございます。 

続きまして、議案第 84号について説明をいたします。 

人事院は本年 8月 7 日公務と民間の 4月分給与を調査し、月例給においては、民間給与が国庫給

与より平均 1 万 5014 円、3.62％上回る結果となったため、月例給を引き上げて民間のボーナスに

当たる期末手当と勤勉手当を、ともに 0.025 月分引き上げ、年間 4.65 月分とする勧告を行ってお

ります。 

国家公務員においては、今臨時国会にその内容を盛り込んだ一般職の職員の給与に関する法律等

の一部を改正する法律案が提出されているところでございます。 

本議案は、町職員についても、期末手当と勤勉手当を国に準じ引き上げ、期末 ・勤勉手当合わせ

た年間支給月数を 4.6 月から 4.65 月としております。 

また、今回の法改正では、通勤手当も改正をされており、国に準じて条例を改定するものでござ

います。 

それでは、1ページをお願いいたします。第 1条になります。 

まず、給与条例第 13 条の通勤手当についてでございます。 

自動車等の使用距離、これ使用距離と言われておりますけれども、10㎞以上を超える部分から段

階的に改定をしております。 

第 2 項第 2 号のウ、片道 10 ㎞以上 15 ㎞未満でプラス 200 円の 7300 円。以降、段階的に増額さ

れており、2ページに移りまして、シの 55 ㎞以上 60 ㎞未満でプラス 5700 円の 3万 5500 円。最後

のスの 60㎞以上ではプラス 7100 円の 3万 8700 円としております。 

なお、本町の職員の最長は 58 ㎞でございますのでシに該当をいたします。 

次に 2ページ下の第 20条期末手当についてでございます。 

第 2 項一般職の期末手当の 12 月分を 0.025 月分引き上げ 1.275 月分とし、期末手当全体の年間

支給月数を 2.525 月とするものです。 

3 ページに移りまして、同第 3項、いわゆる再任用職員の期末手当については 12 月分を 0.025 月
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分引き上げ、0.725 月分とし、期末手当全体の年間支給月数を 1.425 月とするものでございます。 

次に、その下の第 21 条、勤勉手当についてでございます。 

第 2 項一般職の勤勉手当の 12 月分を 0.025 月分引き上げて 1.075 月分とし、年間支給月数を

2.125 月とするものです。 

また、同第 3項では、再任用職員の勤勉手当について、12 月分を 0.025 月分引き上げて 0.525 月

分とし、年間支給月数を 1.025 月とするものでございます。 

以上によりまして、一般職の期末・勤勉合わせた年間支給月数を 0.05 月分引き上げて 4.65 月、

再任用職員は 0.05 月分引き上げて 2.45 月となります。 

なお、月例給につきましては、民間の初任給の動向を踏まえ、大卒初任給を 1 万 2000 円引き上

げて 23万 2000 円、1の 5号給になります。 

高卒初任給を 1万 2300 円引き上げて 20 万 300 円、1の 5号給ですね。先ほど、すみません、大

卒の初任給は 1の 25 でございます。失礼しました。 

昨年同様、若年層に重点を置きつつ中堅職員以降についても、昨年を上回る改定額となっており

ます。平均改定額の 3.30％は昨年を 0.3 ポイント上回った内容でございます。 

詳細は 4 ページ以降の別表第 1、新旧対照表のとおりでございますので、説明は省略をさせてい

ただきます。 

次に、飛びまして 9 ページをお願いをいたします。 

第 2条では、来年 4 月以降施行する改正分となります。 

まず、先ほども説明しましたとおり、通勤手当については国に準じて条例第 13 条第 2 項第 2 号

に記載のとおり、6万 6000 円を超えない範囲内で規則に定める額となります。通勤手当の上限以外

は今後規則で定めることとなっております。 

次に、11ページの条例第 20 条の期末手当ですが、来年度の 6月・12 月分の期末手当の支給率を

一般職については 100 分の 126.25、再任用職員については 100 分の 71.25、それぞれ同じ率とし

て、勤勉手当につきましても、12 ページのとおり、第 21 条で 6月・12月の勤勉手当支給率と一般

職については 100 分の 106.25、再任用職員については 100 分の 51.25 とそれぞれ同じ率とする条

例の一部改正でございます。 

これによりまして令和 8年度の期末 ・勤勉手当の支給率が改定後の令和 7年度と同じ一般職 4.65

月、再任用職員 2.45 月とするものでございます。 

附則によりまして、公布の日から施行し、第 1条によっては本年 4月 1日から、第 2条について

は令和 8年 4月 1日施行するものでございます。以上で説明を終わります。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから一括して質疑を行います。質疑がある方は先に議案番号を告げてからお願いします。3

番、構浩光議員。 

○3番（構浩光君） 

 議案第 84 号についてお尋ねします。 

通勤手当がですよ、10 ㎞以上が該当になっていますが、職員の数でしてですよ、何名ぐらいに該

当されるのか教えてください。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 10 ㎞以上ですね、今回改定に絡む人数でございますけれども、35 名になります。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 他にありませんか。6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 議案第 84 号についてお尋ねします。 

今回の人事院勧告によって通勤手当から職員さんの給与がアップなんですけど、これは 4月 1日

から遡って公布、支給するということになっておりますんで、これ年間を、年度 1年間通したらで

すよ、このアップによって、人件費、その職員の数とかあってピタッとしたものは言えないと思う

んですけど、概略、どの程度人件費は加算されるのかどうか教えていただけますか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 内容につきましてはですね、議案第 85 号のですね、給与費明細の方に今回影響額というのがで

すね、出ておりますので、それでよろしいでしょうか。 

ちょうどですね、議案書のですね、31 ページですね。31 ページに総括表が載っておりまして、

その後に一般職と会計年度と分けてありますので、そちらの方ですみませんがご確認をお願いした

いと思います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 他にありませんか。1番、尾上庄次郎議員。 

○1番（尾上庄次郎君） 

 84 号のですよ、ちょっと私が聞き間違ったかなと思っとったとですけど、一番距離の長い人で 55

㎞ぐらいって言われたんじゃないかなと思っとっとですけど、55 ㎞っちゅうと、どこまでかなと、

佐賀以上ぐらいになるとですけど、何人ぐらい。おそらく 1 人ぐらいと思うですけど、時間的に結

構距離があるもんだから、なんかよく通ってこられるなと思ってですよ、何人いられるのですかね。

ちょっとそこのあたりをお伺いしたいと思います。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 
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 総務課長。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長に代わり総務課長。 

○総務課長（髙月淳一郎君） 

 長距離はですね、2人おりまして、先ほど申し上げたのがですね、58㎞ともう 1人が 54㎞、2人

ですね。50 ㎞台が 2人おります。以上でございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 他にありませんか。 

［｢ありません｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています議案第 83 号、議案第 84 号は、会議規則第 38 条第 3 項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 83号、議案第 84号は、委員会付託を省略することに

決定しました。 

これから、一括して討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 83 号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

異議なしと認めます。したがって、議案第 83 号東彼杵町議会議員の報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第 84 号を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 84 号職員の給与等に関する条例の一部を改正する条

例は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第 5 議案第 85 号 令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 6号） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 5、議案第 85号令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 6号）を議題とします。本案に
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ついて、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 議案第 85 号令和 7 年度東彼杵町一般会計補正予算（第 6 号）でございますが、予算の総額に歳

入歳出それぞれ 3033 万 4000 円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 69 億 1163 万 3000 円と

するものでございます。 

提案理由につきましては、人事異動や職員給与改定等によるものであり、歳入につきましては、

地方交付税 2941 万 3000 円などでございます。 

なお、内容説明については省略をさせていただきます。慎重審議の上、適正なご決定を賜ります

ようお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第 85 号は、会議規則第 38 条第 3項の規定によ

り、委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 85号は委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第 85号を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 85号令和 7年度東彼杵町一般会計補正予算（第 6号）

は原案のとおり可決されました。 

 

日程第 6 議案第 86 号  令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 3号） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 6、議案第 86 号令和 7年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 3号）を議題とし

ます。本案について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 それでは、議案第 86 号令和 7 年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正予算（第 3 号）でござい
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ますが、予算の総額から歳入歳出それぞれ 131 万 5000 円追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

8億 9512 万 9000 円とするものでございます。 

提案理由につきましては、給料表の改定によるものであり、歳入の主なものは、国庫支出金 30万

3000 円、繰入金 63 万 4000 円などの追加でございます。 

なお、先ほどと同じように内容説明は省略をさせていただきます。慎重審議の上、適正なご決定

を賜りますようお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから、質疑を行います。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっています議案第 86 号は、会議規則第 38 条第 3項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思いますが、異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 86号は委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第 86 号を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 86 号令和 7 年度東彼杵町介護保険事業特別会計補正

予算（第 3号）は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第 7 議案第 87 号 令和 7年度東彼杵町水道事業会計補正予算（第 2号） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 7、議案第 87号令和 7年度東彼杵町水道事業会計補正予算（第 2号）を議題とします。本

案について提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 議案第 87 号令和 7 年度東彼杵町水道事業会計補正予算（第 2 号）でございますが、収益的支出

154 万 3000 円を追加し、全体予算の支出におきまして、2億 4535 万 8000 円でございます。 

提案理由につきましては、人事院勧告に伴い、総係費に 154 万 3000 円を追加するものでござい

ます。 

なお、内容説明は省略をさせていただきます。慎重審議の上、適正なご決定を賜りますようお願
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いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから、質疑を行います。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第 87 号は、会議規則第 38 条第 3項の規定によ

り委員会付託を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 87号は委員会付託を省略することに決定しました。 

これから、討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第 87号を採決します。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 87 号令和 7 年度東彼杵町水道事業会計補正予算（第

2号）は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第 8 議案第 88 号 東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事請負契約の締結につい

て 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 8、議案第 88 号東彼杵町教育センター分室他 6 棟解体工事請負契約の締結についてを議

題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 議案第 88 号東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事請負契約の締結について 

次のとおり請負契約を締結することについて議決を求める。 

1、契約工事名、東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事。2、契約方法 随意契約。3、契約金

額 6754 万円。4、契約相手方 住所 大村市松原 3 丁目 1038 番地 14 会社名 株式会社木下工

業 代表取締役 木下貴將。 

提案の理由、東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事の請負契約を締結するため、地方自治法

第 96 条第 1 項第 5 号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第 2 条

の規定により、本案を提出する。詳細につきましては、税財政課長に説明させます。慎重審議の上、

適正なご決定を賜りますようお願いいたします。税財政課長。 
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○議長（浪瀬真吾君） 

町長に代わり税財政課長。 

○税財政課長(楠本信宏君)  

 それでは、議案第 88号につきまして、町長に代わり説明いたします。 

本工事は、旧泉屋会館等を含む東彼杵町彼杵宿郷にあります教育センター分室他 6棟の解体工事

であります。 

当初、イオン九州株式会社へ委託しての解体工事を予定しておりましたが、進出が遅れているた

め、11月 7 日開催の町議会全員協議会においてご説明したとおり、委託料から工事請負費で予算流

用して施行するものです。 

お手元に配付しております資料を使ってご説明いたします。資料をお願いいたします。 

表に示しておりますとおり、項番 1から 7までの 7つの建物の解体工事となります。 

施設名称、築年数、構造、面積などにつきましてはご一読をお願いいたします。 

項番 1のむつみ荘と項番 5の農民研修センターは防衛省の補助金を、また項番 3の教育センター

分室は文部科学省の補助金を使っておりますが、いずれも処分年限を経過しているため、国への報

告は不要とのことであります。 

解体工事費については、床面積や構造に応じた解体工事費用が発生いたしますが、RC 構造の中で

も特にむつみ荘は煙突保温材にレベル 2のアスベストが含有しているため、クリーンルームの設置

が必要となり、アスベスト除去工事費の 4割程度を占めております。 

その他は飛散する危険性が少ないレベル 3 に分類されるスレートや石膏ボードなどである形状

の建材が天井や壁に使用されております。 

いずれにいたしましても、粉塵の発生やアスベスト飛散物を含む解体工事であるため、専門的な

知識が必要となり、契約相手方の株式会社木下工業と十分な打ち合わせのもとで、近隣住民皆さま

への周知を始め、慎重に工事を進めてまいります。 

施工期間につきましては、年度内の完了を目指してまいりますが、県や労働基準監督署への 14 日

前の届け出が必要となりますし、先ほど申しましたようなこともありますので、現場の状況等によ

り、3月定例会で繰越明許費補正による工期延長も考えております。 

最後に、株式会社木下工業でありますが、一般社団法人長崎県解体工事業協会に所属されており、

県内全域において解体工事を専門に受注されております。 

民間公共工事の元請、下請けなどでアスベスト除去、除去工事を含む大規模な解体工事の施工実

績が豊富であり、技術的に何の問題もないと考えられます。以上で説明を終わります。よろしくお

願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから、質疑を行います。6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 これはちょっと町長に対する質問させてください。 

たくさんありますのでですね、3 回だけしかないで、たくさん読み上げますので、もしわからな

かったらもう一度町長の方から質問なんですかねっていう質問をされてください。 

まず 1つはですね、要望書からです。 
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イオン九州株式会社代表取締役社長の中川さん、伊正様宛の 12 月 5 日に郵送された文章からち

ょっとお伺いしていきます。 

この要望書のですね、まず前提となる一番下の長崎県東彼杵町、これ町長名出されたのか、一町

民で出されたのか。どちらなんでしょう。これ町長名が入ってないんですよね。「長崎県東彼杵町岡

田伊一郎」として出されている。本来は町長名として出されるのが筋ではないのかなと。たまたま

印刷漏れなのか、どちらなのか。これをまず大前提でお伺いします。 

2 つ目でございます。 

で、前段の文章から、この文章の要望書から読み取れることは、この文章からすると私はもう既

にこういう要望は 1年前ぐらいにイオン九州に伝えておく文章内容かと思われる。当然伝えておら

れると思うんですけども、開発部長を通じてね。その点の確認をさしてください。 

そしてですね、この文章からまた読み取れることは、イオン九州の社長のところに岡田町長自ら

足を運んで要望されたのかどうか。もう足を運んで、イオン九州の社長さんとこに行かれたとすれ

ば、いつ足を運ばれたのかどうか。これが 3つ目です。 

4 つ目でございます。 

下から 4番目のところにですね、拙速、 「この度は 12 月町議会定例会の意見を受け、訪問要望を

計画し、お願い申しあげましたところ、拙速であった」、この「拙速であった」と何が拙速だったの

か。もう少し具体的に説明をしていただけますでしょうか。 

では 5つ目です。 

その下から 2 行目、時期を改めて訪問さしていただきたいということなんですけども、この時期

を改めてという時期は、次の訪問予定時期をいつ頃予定しておられるのか。もう構想があれば教え

てください。 

そしてこの要望書の中で、財源、財政支援にも言及しておられます。議会で 3000 万円補助、支

出に対して議会で議決しております。この 3000 万円の他に、新たなる財政支援を考えておられる

のか。あるいはこの 3000 万円のことなのか。その点を教えていただけますか。 

次は要望書から外れた質問でございます。 

大きな 2 つ目、町長は、今年 1 月の広報紙において、ここに広報紙が、1月の広報紙がございま

す。この広報紙において、マックスバリュようやく実現の運びとなりましたとこう断言しておられ

るわけですね。町長がまずなされるべきことは、現在の状況を町民に正しく伝えることが大事では

なかろうかなと私は思っているわけでございます。 

で、今月、15 日ですかね、区長会がございますね、15 日やったですかね、区長会。その時にです

ね、是非、このマックスバリュの状況について、進出状況について、当面区長さんを通じてお伝え

願えればと思っております。この点をよろしく。 

大きな 3つ目。 

で、議員の中に、今議員の中でも、昨日、非常にこの件について議論をかなりの時間をかけて意

見を交わしました。 

その議員の中に速やかに解体をしないと資材、燃料、人件費が高騰するというふうに言っておら

れた議員の方がおられます。 

とすれば、1 年後、まあこれ 1 年後の推定しかできませんけれども、町としてですよ、町として
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1 年後、あるいは 2 年後、1 年後でも結構なんですけども、それぞれどの程度アップするのか試算

されているのかどうか。 

試算されているとすればこれはアバウトしかできないんですけども、その試算されてるアップ率

について教えていただけないかなと思っております。 

次に大きな 4 つ目でございます。 

で、マックスバリュは進出しないという前提のもとに解体を、解体した方が誘致しやすいという

ことは私もそうだと思っております。 

で、解体した後ですね、やはり大型商業施設の誘致を続けていかれると思います、町あげて。も

う議会はやらんといかんです。 

で、その誘致のやっぱり年数、これも決めとかんといかん。いつまでもっていうわけにはいきま

せんね。やはり 1 年なのか 2 年なのか 3 年なのか。やっぱり最限もなく 5 年も 10 年もというわけ

にいきません。 

まあ、岡田町長として、その大型商業誘致、新たなるマックスバリュに代わる誘致年数をいつ頃

まで岡田町長は考えておられるのか。その辺をわかったら教えてください。 

次、5 つ目です。 

大型商業施設誘致の願いが叶わなかった場合、その可能性もあるわけでございます。それが叶わ

なかった場合のスペース、跡地活用はどのように考えておられるのか、ですね。そういうことは考

えたくないっちゅうことかもしれませんけれども、考えておられたら教えてください。 

6 つ目でございます。 

12 月 22 日の、今月 22 日の開発部の会議がありますね。私はこの会議の結果を待ってから今回の

案件決められても良かったんじゃないかなというに私個人は思ってるんですけれども、それは他に

理由が、今日議会で上程をして決めなければいけないという理由があられたのかなと思っておりま

す。その理由をですね、是非、町長の口からお伝え、伝えてもらったらなと思っております。 

最後の 7番目です。 

これは昨日の、これ間違ったらごめんなさい。昨日の総務課長の説明の中にもう仮契約を、今月

5日に仮契約を結んだっていう説明、12 日 2日ですね。12 月 2日に仮契約を結んだというご説明が

ございました。で、この仮契約、これが通らなかったらですよ、契約をしなかったら違約金が発生

するような説明もありました。 

違約金について、私はですね、まだ予算が通ってませんよね。予算が通ってない前の違約金っち

ゅうのは発生するのかどうか。発生するとすれば、どの程度の違約金が発生するのか。これ委員会

で聞いてもよかったんですけど、もし時点でわかったら教えてください。 

以上 7 項目、特に要望書の中は 6 項目ございます。たくさんの質問が多岐にわたってますので、

ちょっと聞き漏らしたというとこあればお尋ねください。以上です。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 まずはその要望書が東彼杵町岡田伊一郎となっている点につきましてですね、これは、私も最初、

町長で出すべきものかどうか迷いましたけれども、もう公印は押さないということで、名刺交換は
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しておりましたので、「東彼杵町長岡田伊一郎」で、向こうは町長と感じられるのじゃないかと。 

と申しますのは、向こうとも文書でも契約もしてませんし、ただ口頭の説明があって私がそうい

う受け取りをしたというだけだったので。 

ただ、これがもう一度私の考えとしてはこの文書だけじゃなくて、ちょっと先ほど時期がいろい

ろ言われたですけども、私は対面してですね、もし駄目なら駄目でもいいですから、その後の例え

ば進出の紹介を受けるとかですよ、是非やってみたいと思っておりましてですね。ここは確かに脱

落はしておりましたけど、私の考えとしてはそういうことで、公印も何も押さずに。そういうこと

で出したということでございます。 

次に、1 年ぐらい前に文書を出しているのかということでございましたけど、これは出してませ

ん、文書はですね。 

それと、3 番目の社長のところに行ったのかどうかっていうのは社長のところ行ってません。行

ってないです。 

それと、4番目の拙速であったということはですね、訪問要望を出したのがもう時期がちょっと、

もっと余裕を持ってですよ、先にお知らせをしとかんと、向こうもとってもやっぱりいろいろご多

忙なご身分でございましたので、そういうことで書いております。 

それと、時期を改めて22日以降でもよかったんじゃないかということでございましたけれども、

これはですね、私はマックスバリュが来るか来ないかじゃなくて、もうやっぱり、大石議員からも

前に質問があっていたと思いますけれど、集約化事業でやりたいということで泉屋を購入する時も

そういうことで、𠮷永議員にも説明をさせていただいておりますし、そして、起債が年度内でです

ね、90 充当の 50 補助、補助というか、交付税をもらえる。 

そういう形でやりたいと考えておりましたので、店もイオンがこういう状況になったにも関わら

ず、イオンを待ったんじゃなくて商業施設全体として捉えておりまして、イオンとは名前を挙げて

おりますけれどですね。やっぱりその会社、会社の経営戦略もございまして、なかなか厳しい状況

でございましてですね、諫早の、今度のゆめマートがするのがですね、もうだいぶ縮小されてきた

そうでございまして、実はある所に聞いても、もう撤退をしたり、時期が延びたりっていう状況で

ございました。 

これは私、確かに最初の頃はですね、私だけじゃなくて議長さんも同席されたところで、5 億円

投資して 60 人規模でっていうことで、そういう形でもう完全に発表して良いってことになって、

広報だけじゃございません、地域にも町政懇談会の時ずっと説明をして回っていたところでござい

ますのでですね、申し訳なかったと思います。 

それと、この 3000 万の他っていうことでございますけど、一応 3000 万のことを書いてですね、

向こうにもお知らせをしておりましたので、そういう意味で、ここに記載をしているところでござ

います。 

そして、マックスバリュに対しまして今度区長会 15 日にですね、ちょっと経過を説明をいたし

ますと同時に、今度町の広報ででもですね、お詫びとその訂正というか、そういうのも今、原稿を

作っておるところでございます。 

それと、資材、燃料 1年後の推定でございますが、これはいつも国交省とかなんかにも要望して

いるところでございますけれども、道路も兼ねて。約 1.5 倍、大体 60 億でできるところはもう 90
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億になっているというところでございまして、資材、人件費ですね。そういう説明を受けていると

ころでございます。 

それから、教育センター分室他 6棟を解体した後はどうなるのかということでございますが、ま

ずは解体をして、しばらく、その決まるまでは駐車場としても利用できるんじゃないかなと。今、

道の駅ももう満杯になってですね、高速道路から降りる車も渋滞しておりますんで、そういう利用

の仕方をしていきたい。 

それから、いつまで要望するのかというのは、私の任期があと 1年半ですので任期としてはそこ

を、まではもう目指しているというところでございます。 

それから 5番目の大型商業施設が叶わなかった時は駐車場でしばらくですね。ただ解体してしま

わないと、古い建物でですね、そこも泉屋に、この学童が移った後に空き家みたいになってしまっ

て、もし、そのまま侵入されたりして事故が起きた時には厳しくなるもんですからですね、先に解

体をするということでございます。 

それと、22 日の会議結果を待ってよかったんじゃないかというご指摘でございますけれども、私

としては、もうマックスバリュにこだわらなくて、集約化事業でまずは解体をさせていただきたい

と。 

最初の方はマックスバリュの進出でこういう解体をすると説明してましたけども、これは私の力

ではもうどうしようもなくてですね、経済情勢、会社の経営戦略、そういうのでどうしても。例え

ばもう宮城県なんかも工業団地もやっぱり撤退されたところもあるもんですからですね。 

これは本当に今の状況を読めなかったっていうのは私の判断ミスであったんですけども、どうし

てもこのトランプ関税とか資材費の高騰とかですね、そういうのがありまして、これは本当に申し

訳なかったなとは思っております。 

契約の違約金でございますが、これは仮契約でございまして、ちょっと総務課長が違約金が発生

すると申し上げたと思いますけども、これはまた仮契約ですから、そういうのが発生しないと私は

調べておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 6番、大石俊郎議員。 

○6番（大石俊郎君） 

 丁寧な答弁、ありがとうございました。 

1 つだけですね、今町長の答弁された中で、1つだけ町長の今後の意思確認といいますか。 

今までイオン九州に行ってないっていうことですよね。やはり私はですね、今度マックスバリュ

だけでもなくて、他の大型商業施設誘致あった時はですね、やっぱり町長、それから議会の代表者、

やっぱり責任者のところに足を運んで、やはり東彼杵町の実情、現状、今ここに要望書の中に書い

てあったこと、こういうことを踏まえてですね、足を運んで熱烈に要望していかないと、やっぱり

これトップリーダーの熱意にかかってるんではないかなと思ってます。 

そして、ここにも書いてありますように、大型商業施設誘致っちゅうのはやっぱり東彼杵町民の

熱き想い、願いなんですよね。だからそこで町長のやっぱりその町民の熱き想いを受け止めて、や

っぱり足を運んでお願いする、熱意。これに、議会も議長とかも一緒に同行してお願いしていく。

こういうことが今後大事なんではないのかなと。町長、その辺のところの決意のほどをちょっと教
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えていただけますか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 実はですね、もうその話がありまして、向こうに来訪をお願いした時にちょっと時間が取れない

ということで、ちょっと断りをされてましてですね、私も行こうと思っていたんですけどもそうい

うことでございまして。 

その熱意もですけど、私たちが話す前にもう向こうの方からそういう具体的な話が出たもんです

からこれはもういけるんじゃないかなと私も勘違いって言えばそうなんでしょうけども、飛びつい

たということでございましてですね。こっちがまだ何も提案をするその商業施設もありませんかと

言った時に具体的な例が出てきたからもうたぶん間違いなくいけるんじゃないかなと思ってまし

たけども。やっぱりこの社会情勢、経済情勢、会社の経営戦略、そして株主さんもいらっしゃるか

ら、その説明の、あるいはちょっと遅れたということですね、部長さんからお話がありまして。 

今度はもう日程をもっと早くからですよ、要望をして。最初の申し入れたのは、もうもっと早く

だったんですよ、今度は拙速だったですけども。 

もうそれでもやっぱり向こうの福岡の会社の方がですね、長崎に行ってもやっぱり福岡に本部の

方がそう決められるとおっしゃるもんですからですね、取締役会議とか。それもちょっと断られた、

断られたというか時間が取れないっていうことでございましたので、今後はですね、またもう一度

この文書は出しましたけど、必ず私は議長さんも一緒に行けたらと思っております。よろしくお願

いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 他にありませんか。2番、児玉隆行議員。 

○2番（児玉隆行君） 

 私から 1つだけ町長にお尋ねしたいと思います。 

全協の説明で、今回の質問でご回答いただいてますけれども、この教育センター分室の解体につ

きましてはですね、やはり先ほどもありましたように町民の皆さんの関心が大きく、私に対する問

い合わせ、他の議員さんもそうでしょうけども、問い合わせが多い商業施設に関連するものですの

でその際の回答の仕方もありますので確認をしたいんですけども。 

この契約をですね、来年から解体が始まると、来年 1月から以降ですね、町民の皆さん、見られ

てると、いよいよスーパーが建つんだ、いつオープンするんだろう、「いつオープンすっとね」とい

うたぶん問い合わせがあるんだろうと思います。 

しかし、実情は現在の商業施設はなかなか進んでなく、厳しくなったけども集約化事業の交付金

活用にはリミットがあるので、見積もりが安価な解体業者と契約をし、更地にして、これまでの商

業施設の業者と並行して新しい業者を探し始めるんですよと理解してよろしいでしょうか。 

町民の皆さんの問い合わせに対してこのように、年末年始に向けてお会いする機会も増えますの

でそこまで話していいのか、前回の秘密会でしたので、どこまでお話ししてよろしいか、そこの確

認です。 

○議長（浪瀬真吾君） 
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 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 これはですね、22日までまた向こうが再度再々提案をすると言っていただいたもんですから、そ

れを待って、私はその区長会の 15 日はそういう説明をして、そして、今、もしもの段階もまだ発

表できませんけど、あるところに打診をして、違う方向でもそういう進出をお願いをするというと

ころでございます。マックスバリュにこだわらずに、そういう商業施設をですね、並行して進めて

いかなければならない。 

ただしかし、22 日にイオンがですよ、やっぱりもう絶対もう無理だとおっしゃれば、次の商業施

設のほうをお願いをしたいと。 

だから、もう今ずっと 1年ぐらい待ってできませんでしたので、私はもしものときにそういうこ

とも考えておりますので、まだ発表できませんけど違う方向の商業施設を誘致をしたいということ

で考えているところでございます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 2番、児玉隆行議員。 

○2番（児玉隆行君） 

 22 日にご説明があったら、我々にお知らせをしていただいて、これまでのところが来るのか、新

しいところにいくのかっていうのはまだお話できないという。 

今回、今日で議会終わりますけど、明日以降まだ駄目ですよということで理解していいんですか。

そこのイエス、ノーをお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 まだはっきりしてませんけども、もしものことをちょっと私が言うのはおかしいんですけど、駄

目だったら次の方向を模索していきたい、会社をですね、違う会社、新しい商業施設。 

だから、22日まで待ってくれとおっしゃったけども、この解体とは別にですよ、私は最初𠮷永議

員の質問にも答えましたけれど、泉屋を買う時もマックスバリュが来るか来ないかに関わらず購入

をする、したいということは、解体をまずして更地にしとった方が、他に店の問い合わせ。 

実はですね、昔、やっぱり問い合わせがあったんですよ。それは東彼杵中学校の所で、校庭を駐

車場に、上を。 

そういう話もありますから、広げて、門戸を広げておけば、何らかですよ、問い合わせがあると

思いますけれども、なくても私はまだ手を打っていきたいと思っておりますので、住民の皆さんに

も私の説明をしますけども、そういう形で議員の皆さんにもまた 22 日に大体駄目だったっていう

のは文書でも連絡はいたしますので、そういう形で、私としてはまだ駄目だったら違う方向にいき

たいということですね。 

ただしかし、ここもイオンがまだ計画ですよと言われても予定がいつまでになるのかわからない

のはちょっと不確定な要素が言えないので、ここで区切りをつけさせていただきたいと私も思って

るんですよ。 

22 日にイエスかノーかで返事をお願いをしたいということでしておりますので、その後は違う、



21 

 

また会社のですね、手を打っていきたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 4番、𠮷永秀俊議員。 

○4番（𠮷永秀俊君） 

 先ほどの町長のやり取りを聞いておりまして、22 日、これはもう東彼杵町としては 9 月に話が、

結論が出る、いやそれが延びて 10月、また 10 月が延びて 12 月 22 日ということになっております

んで、今町長のお話を聞きましたら、やはりこちらの方としても、そのイオンの方にですね、22日

の役員会で進出が決定がなされなかった場合は、本町としても他社の誘致を開始いたしますぐらい

は、私は言うべきじゃないかと思うんですけど、そういうお知らせを私は逆にね、向こうにされた

方がいいんじゃないかと思うんですけどどうでしょうか。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 町長。 

○町長（岡田伊一郎君） 

 ここで 22 日でですよ、もう延長ができないということは、町の事情もございましてというのは、

文書を出したいと思います。 

だから、そう書けばですよ、そこが駄目ならもう違う方向に行きたい。私はもう、今度は町長名

で申し入れをしたいと思っております。もう 1年間ずっと伸びてきてですよ、皆さんにもご迷惑か

けて、町民の皆さんも、私も嘘ついたとかいろいろ言われるんですけども、まだ会社の方向でとい

うことで説明しておりますので、今度はもう 22 日は本当に最終、駄目でも良くても返事を聞くと

いう形でご了承いただきたいと思います。その後、次のステップに向かっていきたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 他にありませんか。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第 88号は、総務厚生常任委員会に付託します。 

 総務厚生常任委員会を開催するため暫時休憩します。 

 

暫時休憩（午前 10時 29 分） 

再  開（午前 11時 13 分） 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議案第 88 号東彼杵町教育センター分室他 6 棟解体工事請負契約の締結について、委員長の報告

を求めます。総務厚生常任委員長、大石俊郎議員。 

○総務厚生常任委員長（大石俊郎君） 

 それでは、委員会審査の結果について報告をいたします。 
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委員会審査報告書。 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則第 76 条

の規定により報告します。 

記 

1 付託された事件 

議案第 88号 東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事請負契約の締結について 

2 審査年月日 

令和 7 年 12月 11 日 

3 審査の経過並びにその結果 

付託された事件について、副町長、総務課長及び税財政課長の出席を求め総務厚生常任委

員会を開催しました。 

本件は、東彼杵町教育センター分室他 6棟解体工事の請負契約を締結するものである。 

慎重に審査した結果、全委員一致原案のとおり可決すべきものと決定しました。以上でご

ざいます。 

○議長（浪瀬真吾君） 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

［｢質疑なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 質疑がないようですので、委員長報告に対する質疑を終了します。 

 これから、議案第 88号の討論を行います。 

［｢討論なし｣ と呼ぶ者あり］ 

○議長（浪瀬真吾君） 

 討論なしと認め、これで、議案第 88号の討論を終わります。 

 これから議案第 88 号を採決します。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

お諮りします。本案は、委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［｢異議なし｣ と呼ぶ者あり］  

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、議案第 88 号東彼杵町教育センター分室他 6 棟解体工事請負

契約の締結については、委員長の報告のとおり可決されました。 

  

 

日程第 9 委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査の件 

 

○議長（浪瀬真吾君） 

 日程第 9、委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査の件を議題とします。 

 各常任委員長から所管事務のうち、会議規則第 74 条の規定によって、お手元に配りました特定

事件（所管事務）の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 
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 お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありません

か。 

[｢異議なし｣ と呼ぶ者あり] 

○議長（浪瀬真吾君） 

 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

に決定しました。 

これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

 令和 7年第 4回東彼杵町議会定例会を閉会します。 

 

 

閉  会・閉  議（午前 11時 17分） 
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以上、会議の次第を記載したものであるが事実に相違ないことを証明するため署名する。 
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